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古代文字資料館発行『KOTONOHA』第 283 号（2026 年 6 月） 

 

『清話問答四十條』の漢語語彙（1） 

 

竹越 孝 

 

はじめに 

 本稿では，清代の満漢対訳教材『清話問答四十條』（1758 年）で用いら

れている漢語語彙を素描する。 

 『清話問答四十條』（Manjurame donjire jabure gisun dehi meyen）は全 40

段の対話文を収める。巻首には永貴（？～1783）の満洲語による序文があ

り，その年代は乾隆二十三年（1758）である。本書の東洋文庫本は弓術指

南書『射的説・附楡陽射圃觀馬圖説』と同帙で流通しており，『射的説』

の末尾に「乾隆三十五年歳次庚寅立春日 葉河那蘭氏常鈞識」との記載が

あることから，作者は満洲旗人常鈞（字は和亭あるいは可園，？～1789）

と推定される。 

 本稿で用いたのは東洋文庫蔵本（Ma2-5-9），その書誌データは以下の通

り：刊本，不分巻 1 冊，冊大 24.0×15.8cm，序文 3 葉，本文 57 葉。四周

双辺，半葉の匡郭 19.0×14.0cm。毎半葉 5 行，各行左に満洲語，右に中国

語。版心は白口，上黒魚尾，魚尾上に満洲語で篇名「šutucin / dehi meyen」，

魚尾下に葉数。本書の校注としては竹越孝（2018）及び陸晨・劉云（2018）

がある。 

 なお，本書の重刊本として，『滿漢合璧四十條』（Manju nikan hergen i 

kamcime araha dehi meyen i bithe）がある。巻首に満漢合璧形式による序文

があり，その年代は光緒四年（1878）である。改訂を加えたと思われる箇

所も見られるが，本稿の分析対象とはしない。 

 以下における語彙記述の枠組としては太田辰夫（1958）を用いる。即ち，

同書の章節番号から 10 を引いたものを基本とし，品詞ごとに章を分けて

記述する。ただし，言及すべき語彙がない場合は節の番号を詰めるので，

全同ではない。記述にあたって，同書に特有の文法用語は現代語の記述で

通用しているものに改めた。 

 漢語語彙について述べる際には，それぞれに対応する満洲語にも言及す

る。満洲文字のローマ字転写は Möllendorff 式による。満洲語の文法体系

は主として津曲敏郎（2002）に基づくが，必要に応じて河内良弘（1996）

及び河内・清瀬（2002）をも参照する。例文では漢語語彙に下線を施し，
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〈 〉内に下線に対応する部分の満洲語語彙を示す。例文の番号は項目ご

とに振り直す。 

 

1. 名詞 

1.1 接辞 

 “兒” 

 接尾辞としての“兒”はすべて本節で取り上げる。 

 “兒”は 31 例用いられており，うち“分兒”が 4 例，“些兒”，“曲兒”，

“話兒”が各 3 例，“遭兒”，“聲兒”，“玩意兒”が各 2 例ある。 

 対応する満洲語に共通する特徴は見られない。 

 （1） 沒有尋趂的分兒（40b5-41a1）〈hacin〉 

 （2） 粗懂得些兒（5a2）〈muwašame〉 

 （3） 但只是肯把曲兒當作是曲兒（56b2）〈ucun〉 

 （4） 只將好話兒對那（34a5）〈gisun〉 

 （5） 一遭兒當百遭兒（39a3-4）〈emgeri〉 

 （6） 總不作聲兒（29a1）〈jilgan〉 

 （7） 來了的時節尋個玩意兒（15b2-3）〈efire hacin〉 

 （8） 打奔兒的事是沒有的（52a2）〈afatara〉 

 （9） 你有心有腸的凑熱閙兒（55a2）〈wenjehun〉 

 

 “頭” 

 “頭”は 9 例用いられており，うち“上頭”が 4 例のほか，“口頭”，“凖

頭”，“兆頭”，“日頭”，“後頭”が各 1 例である。“上頭”については後述

する。 

 満洲語では，“後頭”に名詞 amala（後ろ，後方）が対応するなど，特に

“頭”に対応するものはない。 

 （1） 把朋友的倫理㨼在脊背後頭（49a1-2）〈amala〉 

 （2） 只不要徒在口頭耳邉用功夫（4a5-4b1）〈angga〉 

 （3） 坐到日頭落再去（15b3-4）〈šuntuhuni〉 

 上の（3）で“日頭落”に対応する šuntuhuni は「一日中」の意である。 

 

 “邊” 

 “邊”は 1 例用いられている。 

 満洲語で特に“邊”に対応するものはない。 

 （1） 只不要徒在口頭耳邉用功夫（4a5-4b1）〈šan〉 
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1.2 方位詞 

 “上” 

 “上”は 30 例用いられており，うち“在～上”の形が 5 例あるほか，

“因～上”，“就～上”の形が各 1 例ある。 

 満洲語では，“在～上”の場合，与位格語尾 -de に対応するものが 3 例，

対格語尾 -be に対応するものと特に対応語彙を持たないものが各 1 例，

“因～上”の場合は与位格語尾 -de，“就～上”の場合は対格語尾 -be に

対応する。 

 （1） 可就在格物致知上做起功夫來（2b2-3）〈sarasu de〉 

 （2） 不在書上發奮（14a1-2）〈bithede〉 

 （3） 還不専在功名上（14a4）〈gungge gebu teile〉 

 （4） 若在虛文上用工夫（34a4-5）〈untuhun doro be〉 

 （5） 阿哥因你的話上（17a3）〈gisun de〉 

 （6） 譬如只就這玩的事上説罷（54b4-5）〈hacin be〉 

 上の（3）は接続後置詞 teile（～だけ，～ばかり）に対応しているわけ

ではない。 

 介詞を持たない 23 例では，与位格語尾 -de に対応するものが 19 例あ

るほか，対格語尾 -be に対応するものと奪格語尾-ci に対応するものが各

1 例，特に対応語彙を持たないものが 2 例ある。 

 （7） 文章上好的狠（5b4-5）〈šu fiyelen de〉 

 （8） 馬上還不怯（8a1）〈morin de〉 

 （9） 色難的分兒上（11b1-2）〈gisun de〉 

 （10） 你這話上看起來（11b3-4）〈gisurehe be〉 

 （11） 量窄上纔是這様（47a2）〈isheliyen ci〉 

 （12） 才幹本事上是好學的（9b5）〈bengsen〉 

 （13） 或者還能扒結的上（48b3）〈haminame mutere gese〉 

 上の（11）は形容詞に“上”に後置する形，（13）は“～的上”の形で

あるが，いずれも原因・理由を表す表現ではない。 

 

 “上頭” 

 “上頭”は 4 例用いられ，うち 3 例が“～的上頭”の形を取り，1 例が

“這上頭”の形を取る。 

 満洲語では，“～的上頭”の場合に，名詞 turgun（原因，由来）が与位

格語尾を伴う形を来源とする接続後置詞 turgunde（～の理由で，～のため
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に）に対応するもの，接続後置詞 teile に対応するもの，与位格語尾 -de に

対応するものが各 1 例である。“這上頭”は近称指示代名詞の与位格形 ede

に対応する。 

 （1） 阿哥我勸你的上頭（41a3）〈turgunde〉 

 （2） 還不单在着的上頭呢（8b1）〈teile〉 

 （3） 這些湏的上頭拘泥起来（51a3）〈majige de〉 

 （4） 這上頭作難是真的（29a5）〈ede〉 

 このうち，（3）は原因・理由を表す用例とは考えられない。 

 

 “下” 

 “下”は 6 例用いられており，うち“目下”が 2 例である。 

 満洲語では，“目下”の場合 ere sidende（この間に，この中に）が対応

するほか，与位格語尾 -de に対応するものが 2 例，属格語尾 -i に対応す

るものと語句に対応語彙を持たないものが各 1 例である。 

 （1） 但目下不曽聽見學的是何等本事（1a4-5）〈ere sidende〉 

 （2） 仗着你的愛下（22b5）〈gosire de〉 

 （3） 仝家下小子們搶行頭㨼跤玩的遭數也有（9b1-3）〈booi〉 

 （4） 前日是箇節下（39a5）〈hacin inenngi〉 

 上の（4）で“節下”における満洲語 hacin ineggi は「節日」の意である。

（3）の“家下”とともに，すでに語彙化していると考えられる。 

 

 “裏” 

 “裏”は 12 例用いられ，うち“在～裏”と“往～裏”の形が各 1 例で

ある。なお，“裡”の表記を持つものが 1 例ある。 

 満洲語では，“在～裏”の場合与位格語尾 -de に対応し，“往～裏”の場

合対訳語尾 -be に対応する。介詞を持たない 10 例では，与位格語尾 -de

に対応するものが 7 例，対格語尾に対応するものが 1 例，特に対応語彙を

持たないものが 2 例ある。 

 （1） 阿哥你在父母運裏（6a4）〈kesi de〉 

 （2） 咱們爲什麽不徃能彀裡扒結（40b3-4）〈mutebure be〉 

 （3） 你口裏説是學（3a3）〈angga de〉 

 （4） 阿哥你家裏請下滿洲師傅了嗎（4b3）〈boode〉 

 （5） 事情的底裏（45a3）〈fere da be〉 

 （6） 阿哥你背地裏何必議論人（43a4）〈enggici〉 

 （7） 一味仗着牙關裡的勁兒哄慫（49a2-3）〈jayan〉 
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 上の（6）における enggici（背後から，こっそり）は副詞であり，“背地

裏”は奪格語尾に対応しているわけではない。すでに語彙化したものと考

えられる。 

 

2. 代名詞 

2.1 人称代名詞 

2.1.1 単数 

2.1.1.1 一人称 

 “我” 

 “我”は 70 例用いられており，うち主語となるものが 41 例，目的語と

なるものが 17 例，連体修飾語となるものが 12 例である。連体修飾語とな

る場合，“我的”の形が 10 例，“我”の形が 2 例である。 

 満洲語ではいずれも一人称代名詞単数 bi の変化形に対応する。主語と

なる 41 例のうち，主格形の bi に対応するものが 35 例，与位格形の minde

に対応するものが 4 例，属格形の mini に対応するものが 2 例ある。目的

語となる 17 例のうち，対格形の minde に対応するものが 12 例，与位格

形の minde に対応するものが 3 例，属格形の mini に対応するものが 2 例

ある。連体修飾語となる 12 例のうち，“我的”の場合は属格形の mini に

対応するものが 8 例，主格形の bi に対応するものと与位格形の minde に

対応するものが各 1 例，“我”の場合はいずれも mini に対応する。 

 （1） 阿哥我聽見（20a2）〈bi〉 

 （2） 我是個饞人（21a1）〈bi〉 

 （3） 我沒有工夫不曽来看望（15a3）〈minde〉 

 （4） 我喚某名（16a4）〈mini〉 

 （5） 人稱我某字（16a4）〈minbe〉 

 （6） 若把我當客待（26a3）〈mimbe〉 

 （7） 怎生謝我（51b2）〈minde〉 

 （8） 代我請老家兒們的安（28a2）〈mini〉 

 （9） 冒撞了是我的不是（38a3-4）〈mini〉 

 （10） 我的話雖不中聽（45b3）〈mini〉 

 （11） 我的年紀輕（29a2）〈bi〉 

 （12） 毛片又對我的槽道（52a3）〈minde〉 

 （13） 我師傅是南邉人（5b2-3）〈mini〉 

 漢語の文成分と満洲語の格は概ね対応していると言えるが，すべてが厳

密に対応しているわけではない。 
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2.1.1.2 二人称 

 “你” 

 “你”は 112 例用いられており，うち主語となるものが 54 例，目的語

になるものが 23 例，連体修飾語となるものが 35 例である。連体修飾語と

なる場合，“你的”の形が 17 例，“你”の形が 18 例である。 

 満洲語はいずれも二人称代名詞単数 si の変化形に対応する。主語とな

る 54 例のうち，主格形の si に対応するものが 39 例，属格形の sini に対

応するものが 9 例，対格形の simbe に対応するものが 4 例，与位格形の

sinde に対応するものと特に対応語彙を持たないものが各 1 例ある。目的

語となる 23 例のうち，対格形 simbe に対応するものが 14 例，与位格形

sinde に対応するものが 6 例，属格形 sini に対応するものが 1 例，特に対

応語彙を持たないものが 2 例ある。連体修飾語となる 35 例のうち，“你

的”の場合は属格形の sini に対応するものが 13 例，与位格形の sinde に

対応するものが 3 例，主格形の si に対応するものが 1 例，“你”の場合は

属格形の sini に対応するものが 15 例，与位格形の sinde に対応するもの，

複数属格形の suweni に対応するもの，主格形の si に対応するものが各 1

例である。 

 （1） 阿哥你會説滿洲話嗎（3a2）〈si〉 

 （2） 你不知道罷（20a4）〈si〉 

 （3） 你議論的狠是（10b1-2）〈sini〉 

 （4） 阿哥你眼熟的狠（16a2）〈simbe〉 

 （5） 阿哥你纔是箇能辦事的人（31a1）〈sinde〉 

 （6） 阿哥看你（1a2）〈simbe〉 

 （7） 該罰你纔是（52b2）〈simbe〉 

 （8） 阿哥再三的約下你（39a1）〈sinde〉 

 （9） 捨了臉向你開口（48b4-5）〈sini〉 

 （10） 阿哥你的漢先生是那裏人（5b2）〈sini〉 

 （11） 領了你的情（25a4）〈sini〉 

 （12） 你的事情繁（15a4）〈sinde〉 

 （13） 承你的愛（33a1-2）〈si〉 

 （14） 你這箇年紀（4a3）〈sini〉 

 （15） 你家裏收拾的菜蔬（21a4-5）〈sini〉 

 （16） 官職如何到的了你身上呢（14a2）〈sinde〉 

 （17） 你兩箇不睦（43b5）〈suweni〉 
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 （18） 你這纔是胡説呢（44b4-5）〈si〉 

 主語となる 54 例のうち，属格形の sini に対応するものが 9 例とやや多

いが，うち 7 例は（3）のように連体修飾フレーズを構成する。一人称の

場合と同様に，漢語の文成分と満洲語の格は概ね対応していると言えるが，

すべてが厳密に対応しているわけではない。 

 

2.1.1.3 三人称 

 “他” 

 “他”は 10 例用いられており，うち主語となるものが 3 例，目的語と

なるものが 5 例，連体修飾語となるものが 2 例である。連体修飾語の場

合，“他的”と“他”が各 1 例である。 

 満洲語の対応に一定の傾向はみられない。主語となる 3 例のうち，三人

称代名詞単数主格形の i に対応するものが 1 例，指示代名詞遠称主格形の

tere に対応するものが 2 例である。目的語となる 5 例のうち，指示代名詞

tere に対応するものが 1 例で，他の 4 例は特に対応語彙を持たない。連体

修飾語となる 2 例のうち，“他的”は三人称代名詞属格形の ini に対応し，

“他”は三人称代名詞複数属格形の ceni に対応する。 

 （1） 他還要從傍看笑聲兒呢（43a1-2）〈i〉 

 （2） 他若是欺負我（39b2-3）〈tere〉 

 （3） 憑他怎様搶白（40a3-4）〈tere〉 

 （4） 也不曽給他喫（20a3）〈ulebuhekū〉 

 （5） 管他作什麽（40b4）〈bodombi〉 

 （6） 詩作的儘是他的分兒（5b4）〈ini〉 

 （7） 他兄弟們將到（20a4-5）〈ceni〉 

 上の（5）などは具体的に指示する対象のない，太田（1958：118）の言

う「助動詞化」（付属語化）した“他”の用法と言える。 

 

2.1.1.4 疑問 

 “誰” 

 “誰”は 2 例用いられており，うち主語となるもの，目的語となるもの

が各 1 例である。 

 満洲語ではいずれも疑問代名詞主格形の we に対応する。 

 （1） 誰還能奪得了你的去嗎（7a1-2）〈we〉 

 （2） 日前是誰曽説過（21a3-4）〈we〉 
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2.1.2 複数 

2.1.2.1 一人称 

 “我們” 

 除外形（exclusive）を表す“我們”は 2 例用いられており，うち主語と

なるもの，目的語となるものが各 1 例である。 

 満洲語では，いずれも一人称代名詞複数除外形 be の変化形に対応し，

主語となる例は主格形の beに対応し，目的語となる例は与位格形のmende

に対応する。 

 （1） 我們也不回敬（23a4-5）〈be〉 

 （2） 願給我們作個規模様子（10b4-5）〈mende〉 

 

 “咱們” 

 包括形（inclusive）を表す“咱們”は 4 例用いられており，主語となる

ものが 3 例，目的語となるものが 1 例である。 

 満洲語では，いずれも一人称代名詞複数包括形の主格形 muse に対応す

る。 

 （1） 即如咱們知道要擇人（18b4-5）〈muse〉 

 （2） 更要知道人也要擇咱們（18b5-19a1）〈muse〉 

 

2.1.2.2 二人称 

 “你們” 

 “你們”は 2 例用いられており，いずれも“你們家”の形で連体修飾語

となる。 

 満洲語では，いずれも二人称代名詞複数属格形の suweni に対応する。 

 （1） 你們家過日子狠熱閙（13b3）〈suweni〉 

 （2） 今日你們家請的人是多的（23a1-2）〈suweni〉 

 上で述べた通り，“你兩箇”の“你”が suweni に対応する例もある。 

 

2.1.2.3 三人称 

 “他們” 

 “他們”は 1 例用いられており，目的語となる。 

 満洲語では，指示代名詞遠称複数の主格形 tese が対応する。 

 （1） 使他們儘量的飽飱了一頓（20b1）〈tese〉 

 

2.1.3 自称・他称・統称 
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 “自己” 

 自称の“自己”は 8 例用いられている。 

 満洲語ではいずれも名詞 beye（身体，自身）に対応する。 

 （1） 不要躭擱了自己（3b3）〈beyebe〉 

 （2） 自己學得的（6b5-7a1）〈beyede〉 

 （3） 是自己的本領自己光彩（7a1）〈beyei〉 

 （4） 自己割着喫（23b5）〈beye〉 

 

 “別人” 

 他称の“別人”は 3 例用いられている。 

 満洲語では形容詞 gūwa（他の，別の）に対応するものが 2 例，名詞

niyalma（人）が後続する gūwa niyalma に対応するものが 1 例である。 

 （1） 若是別人（38a1）〈gūwa〉 

 （2） 在別人豈不懐恨嗎（38b4）〈gūwa niyalma〉 

 

 “他人” 

 他称の“他人”は 1 例用いられている。 

 満洲語では代名詞 weri（他人，別人）が対応する。 

 （1） 不是詰他人的短（43b4）〈weri〉 

 

 “人家” 

 他称の“人家”は 4 例用いられている。 

 満洲語では，代名詞 weri に対応するものが 1 例，名詞 niyalma に対応

するものが 3 例である。 

 （1） 人家的動作（40b4）〈weri〉 

 （2） 人家的話（44b5）〈niyalma〉 

 

2.2 指示代名詞 

2.2.1 事物 

2.2.1.1 近称 

 “這” 

 “這”は 26 例用いられており，うち主語となるものが 7 例，連体修飾

語となるものが 19 例ある。 

 満洲語では，主語となる 7 例のうち，指示代名詞近称の主格形 ere に対

応するものが 6 例，特に対応語彙を持たないものが 1 例である。連体修飾
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語となる 19 例のうち，ere に対応するものが 13 例，“這上頭”で与位格形

に対応するものが 1 例，特に対応語彙を持たないものが 6 例ある。 

 （1） 這是生的原故（8a5）〈ere〉 

 （2） 這並不是粉飾（28b3）〈ere〉 

 （3） 你這纔是胡説呢（44b4-5）〈si〉 

 （4） 這兩様字不會冩（9a2-3）〈ere〉 

 （5） 你這話説的是（30b2）〈ere〉 

 （6） 這上頭作難是真的（29a5）〈ede〉 

 （7） 你這話上看起來（11b3-4）〈sini gisurehe〉 

 主格形 ere は指示形容詞的機能を持つ。 

 

 “這箇” 

 “這箇”は 8 例用いられており，“這箇”の表記が 6 例，“這個”の表記

が 2 例である。いずれも連体修飾語となる。 

 満洲語では，指示代名詞近称の主格形 ere に対応するものが 5 例，特に

対応語彙を持たないものが 3 例ある。 

 （1） 你這箇年紀（4a3）〈ere〉 

 （2） 這箇議論心裡狠存着哩（11b2-3）〈ere〉 

 （3） 這箇月等那箇年躭悞了纔後悔（6b2-3）〈biya〉 

 上の ere も指示形容詞的な機能で使われていると言える。 

 

 “這些” 

 複数の“這些”は 2 例用いられており，いずれも連体修飾語となる。 

 満洲語では，いずれも指示代名詞近称主格形の ere に名詞 jergi（等級，

種類）が後続した形に対応する。 

 （1） 這些議論（32a4）〈ere jergi〉 

 

2.2.1.2 遠称 

 “那” 

 “那”は 9 例用いられており，うち主語となるものが 1 例，目的語とな

るものが 1 例，連体修飾語となるものが 7 例である。 

 満洲語では，主語となる場合指示代名詞遠称主格形の tere に対応し，目

的語となる場合特に対応語彙はなく，連体修飾語となる 7 例のうち，tere

に対応するものが 3 例，他の 4 例は特に対応語彙を持たない。 

 （1） 那不過是匹駑馬（52a5）〈tere〉 
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 （2） 只將好話兒對那（34a5）〈ulebuci〉 

 （3） 那一句話上（38a2）〈tere〉 

 （4） 我要喫那撒餻（24b1）〈feshen efen〉 

 上の tere もまた指示形容詞的な機能を持つ。なお，（2）で“那”を句末

助詞と解釈することも可能だが，“啊”の異形態と捉えるのは難しいので，

目的語となる例と見ておく。 

 

 “那箇” 

 遠称としての“那箇”は 5 例用いられており，“那箇”の表記が 2 例，

“那個”の表記が 3 例である。いずれも連体修飾語となる。 

 満洲語では，指示代名詞遠称主格形の tere に対応するものが 4 例，特に

対応語彙を持たないものが 1 例である。 

 （1） 要肯窮究那箇理（2a1-2）〈tere〉 

 （2） 那個人的性情寬厚裕如（17b3）〈tere〉 

 （3） 這箇月等那箇年躭悞了纔後悔（6b2-3）〈aniya〉 

 上の tere もまた指示形容詞的な機能を持つ。 

 

2.2.1.3 疑問 

 “那箇” 

 疑問としての“那箇”は 2 例用いられており，“那箇”の表記と“那個”

の表記が各 1 例である。いずれも主語となる。 

 満洲語ではいずれも疑問代名詞 we に対応すると言える。奪格形の weci

に対応するもの，形容詞 yaya（すべての，いかなる）が前置する yaya we

（いかなるもの）に対応するものが各 1 例である。 

 （1） 是那箇教的（5a1）〈weci〉 

 （2） 那個不稱賛呢（50b2-3）〈yaya we〉 

 （1）で奪格形が用いられるのは，「誰から教えられたのか」という満洲

語の表現になっていることによる。 

 

 “什麽” 

 “什麽”は 14 例用いられており，うち“作什麽”の形が 3 例ある。単

独で用いられる 11 例のうち，目的語となるものは 3 例，連体修飾語とな

るものは 8 例である。 

 満洲語では，“作什麽”の場合，疑問動詞 aina-（何をする，どうする）

の現在形 ainambi に対応するものが 2 例，疑問動詞 aise-（何を言う，何と
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言う）の不定形が副詞化した aiseme（なぜ，どうして）に対応するものが

1 例ある。 

 （1） 阿哥你在家作什麽（3b5）〈ainambi〉 

 （2） 管他作什麽（40b4）〈aiseme〉 

 目的語となる 3 例では，疑問代名詞 ai（何）に対応するものが 2 例，特

に対応語彙を持たないものが 1 例である。連体修飾語となる 8 例では，疑

問代名詞 ai に対応するものが 5 例，ai が名詞 hacin（種類，件）の属格を

伴う ai hacin i（どの種の）に対応するものが 2 例，特に対応する語彙を持

たないものが 1 例である。 

 （3） 學本事還筭不得什麽（1a5-1b1）〈ai〉 

 （4） 遇見什麽就講給知道（6a1-2）〈nambuha〉 

 （5） 量不透日後到什麽地歩（1a3）〈ai〉 

 （6） 有什麽説處呢（4a5）〈ai〉 

 （7） 讀什麽書（3b5-4a1）〈ai hacin i〉 

 （8） 總沒有什麽過失錯處（33a1）〈asuru〉 

 上の（8）は否定に後置する不定の用法であり，副詞 asuru（甚だ，大し

て）がその意味を表している。 

 

 “甚麽” 

 “甚麽”の表記では 3 例用いられており，うち目的語となるものが 2 例，

連体修飾語となるものが 1 例である。 

 満洲語ではいずれも疑問代名詞 ai が対応する。目的語の場合，対格語

尾 be を伴う形が 1 例ある。 

 （1） 畢竟以甚麽爲先按着層次前進（1b2）〈aibe〉 

 （2） 你這是甚麽話呢（30a2）〈ai〉 

 

 “甚嗎” 

 “甚嗎”の表記も 1 例あり，述語となる。 

 満洲語では疑問代名詞 ai に動詞 bi が結合した aibi に対応する。 

 （1） 提白甚嗎（43a2）〈aibi〉 

 

 “何” 

 “何”は 3 例用いられており，うち連体修飾語となるものが 2 例，連用

修飾語となるものが 1 例ある。 

 満洲語ではいずれも疑問代名詞 ai が対応する。 
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 （1） 有何對答處呢（48a3）〈ai〉 

 （2） 何足當話説呢（27a5-27b1）〈ai〉 

 上の（2）は理由を尋ねる文語の用法と言える。 

 

2.2.2 場所 

2.2.2.1 近称 

 “這裏” 

 “這裏”は 3 例用いられており，うち“這裏”の表記が 2 例，“這裡”

の表記が 1 例である。 

 満洲語では，指示代名詞近称の与位格形 ubade に対応するものが 2 例，

名詞 ba（ところ，こと）の与位格形 bade に対応するものが 1 例ある。 

 （1） 那個朋友在這裏逕過（20a2）〈ubade〉 

 （2） 還在這裡抱愧呢（30a5）〈bade〉 

 ubade は ede よりも実義性が強いと考えられる。（2）は bade が接続後置

詞化した「～なのに」の意味を表しているとも考えられる。 

 

2.2.2.2 遠称 

 “那裏” 

 遠称としての“那裏”は 2 例用いられている。 

 満洲語ではいずれも指示代名詞遠称の与位格形 tubadeに対応している。 

 （1） 我那裏還有藏狗（54a3）〈tubade〉 

 tubade も tede よりは実義性が強いと考えられる。 

 

2.2.2.3 疑問 

 “那裏” 

 疑問としての“那裏”は 4 例用いられており，遠称と表記上の区別はな

い。 

 満洲語では，疑問代名詞 ya（どの，何の）に名詞 ba が後続する ya ba

（どのところ）に対応するものが 1 例，疑問代名詞 ai に副詞 geli（また，

なお）が後続する ai geli（どうしてまた，何をまた）に対応するものが 2

例，特に対応語彙を持たないものが 1 例である。 

 （1） 阿哥你的漢先生是那裏人（5b2）〈ya ba i〉 

 （2） 那裏的話（20a4）〈ai geli〉 

 （3） 這個臉放在那裏呢（22a5-22b1）〈sorocuka akū nio〉 

 上の（2）における ai geli は相手の発話を否定する応答表現である。（3）
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の満洲語は「（私の顔は）恥ずべきではないか」の意で，漢語は意訳的な

表現と言える。 

 

2.2.3 時間 

 “幾時” 

 “幾時”は 1 例用いられている。 

 満洲語では，疑問副詞 atanggi（いつ）が対応する。 

 （1） 幾時到去（28a3）〈atanggi〉 

 

2.2.4 特殊 

2.2.4.1 近称 

 “這様” 

 太田（1958：307）で副詞の章に収められる「指示副詞」はこの節で扱う。 

 “這様”は 11 例用いられており，うち述語となるものが 5 例，連用修

飾語となるものが 6 例である。 

 満洲語では，述語となる 6 例のうち，指示副詞近称の uttu に対応する

ものが 1 例，遠称の tuttu に対応するものが 2 例，指示代名詞近称の ere に

名詞 durun（様子，かたち）が後続した ere durun（このよう）に対応する

ものが 1 例，特に対応語彙を持たないものが 1 例である。 

 （1） 固然是這様（10a1）〈uttu〉 

 （2） 固然是這様（44a1）〈tuttu〉 

 （3） 若是這様起来（49a4-5）〈ere durun〉 

 （4） 量窄上纔是這様（47a2）〈banjihangge〉 

 連用修飾語となる 6 例のうち，近称の uttu に対応するものが 4 例，特

に対応語彙を持たないものが 2 例である。 

 （5） 你怎麽這様計較（25a5-25b1）〈uttu〉 

 （6） 阿哥你怎麽這様嘮叨（36b3）〈uttu〉 

 （7） 這様想着（56b4）〈seme〉 

 上の（7）は動詞 sembi（言う）の不定形が接続後置詞化し，引用の後に

用いられる seme（～と）を“這様”で表現したものと言える。 

 

 “如此” 

 “如此”は 1 例用いられており，述語となる。 

 満洲語では指示副詞近称の uttu が対応する。 

 （1） 是怎様的就能彀如此（31a5-31b1）〈uttu〉 
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2.2.4.2 遠称 

 “那様” 

 “那様”は 1 例用いられており，述語となる。 

 満洲語では指示副詞近称の uttu が対応する。 

 （1） 若是那様你學會的滿洲書（4b5-5a1）〈uttu〉 

 

2.2.4.3 疑問 

 “爲什麽” 

 “爲什麽”は 1 例用いられており，連用修飾語となる。 

 満洲語では疑問副詞 ainu（なぜ）が対応する。 

 （1） 咱們爲什麽不徃能彀裡扒結（40b3-4）〈ainu〉 

 

 “什麽様” 

 “什麽様”は 1 例用いられており，連体修飾語となる。 

 満洲語では疑問代名詞 ai が対応する。 

 （1） 你家裏什麽様好東西沒有（21b5）〈ai〉 

 

 “怎” 

 “怎”は 3 例用いられており，“怎敢”“怎好”“怎得”が各 1 例ある。 

 満洲語では，いずれも疑問代名詞 aiに関連する表現が対応する。“怎敢”

には ai に gelhun akū（恐れず，敢えて）が後続した ai gelhun akū が対応

し，“怎好”には ai に hendu-（言う，話す）の連体未来形 hendure が後続

した ai hendure が対応し，“怎得”には ainambahambi（どうにかする，何

とかする）の先行形 ainambahafi が対応する。 

 （1） 怎敢説是會呢（5a1）〈ai gelhun akū〉 

 （2） 怎好又擾呢（25a5）〈ai hendure〉 

 （3） 怎得明白呢（45a3）〈ainambahafi〉 

 

 “怎麽” 

 “怎麽”は 11 例用いられており，いずれも連用修飾語となる。 

 満洲語では，疑問代名詞 ai に対応するもの，疑問副詞 ainu（なぜ，ど

うして）に対応するものが各 3 例，疑問副詞 absi（どこへ，どう）に対応

するものが 2 例，疑問動詞 aina-（何をする，どうする）の条件形 ainaci に

対応するもの，ai の与位格形が副詞化した aide（何で，どうして）に対応
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するもの，疑問副詞 adarame（どう，どのように）に対応するものが各 1

例である。 

 （1） 是怎麽説呢（42a1）〈ai〉 

 （2） 怎麽不来（25a1）〈ainu〉 

 （3） 是怎麽説呢（20a3-4）〈absi〉 

 （4） 怎麽處呢（36b1）〈ainaci〉 

 （5） 是怎麽能彀把心拿的這様定倒要問問（55b1-2）〈aide〉 

 （6） 就動起氣来怎麽説呢（46a4）〈adarame〉 

 

 “怎様” 

 “怎様”は 5 例用いられており，うち連用修飾語となるものが 4 例，

“怎様的”の形で述語となるものが 1 例である。 

 満洲語では，連用修飾語となる 4 例のうち，疑問副詞 adarame に対応す

るものが 3 例，ai hacin i の形に対応するものが 1 例ある。“怎様的”の形

も adarame に対応する。 

 （1） 怎様玩耍（8b4）〈adarame〉 

 （2） 怎様議論（34b4）〈adarame〉 

 （3） 憑他怎様搶白（40a3-4）〈ai hacin i〉 

 （4） 是怎様的就能彀如此（31a5-31b1）〈adarame〉 

 

 “怎麽様” 

 “怎麽様”は 1 例用いられており，述語となる。 

 満洲語では動詞 aina- の不定形 ainame に対応する。 

 （1） 能彀怎麽様呢（41a1）〈ainame〉 

 

 “怎生” 

 “怎生”は 1 例用いられており，連用修飾語となる。 

 満洲語では疑問副詞 adarame が対応する。 

 （1） 怎生謝我（51b2）〈adarame〉 

 

 “爲何” 

 “爲何”は 2 例用いられており，いずれも連用修飾語となる。 

 満洲語ではいずれも疑問副詞 ainu に対応する。 

 （1） 爲何駁回不受（49b4-5）〈ainu〉 
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 “何等” 

 “何等”は 2 例用いられており，いずれも連体修飾語となる。 

 満洲語では疑問代名詞 ai に対応するもの，ai が接続後置詞 gese（～の

よう，～と同じ）を伴う ai gese の形に対応するものが各 1 例である。 

 （1） 你何等事沒有經過（55b2）〈ai〉 

 （2） 但目下不曽聽見學的是何等本事（1a4-5）〈ai gese〉 

 

 “如何” 

 “如何”は 3 例用いられており，いずれも連用修飾語となる。 

 満洲語では，疑問代名詞 ai に対応するもの，疑問副詞 ainu に対応する

もの，ai に動詞 bi が結合した aibi に対応するものが各 1 例である。 

 （3） 我如何敢大様呢（35a1）〈ai〉 

 （2） 阿哥来的如何遲了（22b3）〈ainu〉 

 （1） 官職如何到的了你身上呢（14a2）〈aibi〉 

 

 “何如” 

 “何如”は 3 例用いられており，いずれも述語となる。 

 満洲語ではいずれも疑問形容詞 antaka（どんな，どうか）に対応する。 

 （1） 學問何如（5b3）〈antaka〉 

 （2） 皷子着的何如（7a5-7b1）〈antaka〉 

 

 “何以” 

 “何以”は 1 例用いられており，述語となる。 

 満洲語では疑問副詞 aide が対応する。 

 （1） 知識何以得長（2a3-4）〈aide〉 

 

 “何必” 

 “何必”は 1 例用いられ，連用修飾語となる。 

 満洲語では疑問副詞 aiseme（なぜ，どうして）が対応する。 

 （1） 阿哥你背地裏何必議論人〈aiseme〉 

 

（待続） 
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